
 

 

 

 

 

【 調査ご協力のお願い 】 

 

皆様には日頃より児童福祉行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 

播磨町では令和７年度に子どもの安心安全な育ちへの支援や子育て支援など、子ども施策に関す

る事項を定める「こども計画」の策定を予定しております。 

 

つきましては、住民の皆様のふだんの子育ての状況や子育て支援に関するご意見などをお聞かせ

いただき、こども計画に反映させたいと考えています。 

今回の調査は、本町にお住まいの、小学生の保護者の方を対象とさせていただきました。 

 

ご回答は無記名でお願いするとともに、ご回答いただいた内容は統計的に処理しますので、お名

前や回答内容が特定されることはありません。また、調査の目的以外での使用は一切いたしません。 

 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解のうえ、播磨町の子ども・子育て支援施策

の向上・推進のため、ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

令和６年５月 

播磨町長 佐伯 謙作 
 

 
○本調査は、パソコンやスマートフォンでの回答も可能です。 

右記の二次元コードからアクセスしていただき、ご回答ください。 

URL：                       

 

※Ｗｅｂ上で回答いただいた場合は、紙の調査票への記入は必要ありません。 

 

 

・WEBもしくは、調査票を同封の返信用封筒に入れて、 

令和６年○月○日（○）までにご返送ください。（切手は不要です。） 

・調査内容についてご不明な点がございましたら、下記までお問い合せください。 
 

【お問い合せ】播磨町 福祉保険部 こども課 電話：079-435-0366 

F A X：079-435-0831 

播磨町子ども・子育てに関するアンケート調査 

（小学生の保護者用） 

 

▲Ｗｅｂ回答用ＱＲコード 

 



 

 
このアンケート調査票で使用している主な用語の定義は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 記入にあたってのお願い 】 

 

１．回答にあたっては、鉛筆またはボールペンで記入し、間違った場合は、消しゴムで消すか、二重線ま

たは×印により訂正してください。 

２．回答は、特にことわりがない場合は、このアンケートを持ち帰った小学生のお子さんについて、保護

者の方がお答えください。お子さまが複数おられる保護者の方は、可能な限りアンケートを持ち帰

ったお子さんごとに、調査票のご記入をお願いいたします。 

３．選択肢がある場合には、番号を○印で囲んでください。選択肢の「その他」を選ばれた場合には、

（ ）内に具体的な内容をご記入ください。なお、事業によっては播磨町で実施していないものもあ

ります。 

４．数字（年齢や時間帯等）をおうかがいする質問では、枠内右詰めに具体的な数字を、１枠に１文字で

ご記入ください。時間については24時間制でご記入ください。 

   

記入例 午後１時 → １ ３ 時 右詰で記入 →  ３ 人 

   

   

５．質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きに従ってお答え

ください。ことわり書きがない質問はすべての人がお答えください。 

６．保育サービスなどの子育て支援サービスについておうかがいする質問がありますが、これらの質問は

あくまで今後の利用希望などを把握するための質問であり、実際のサービスの利用条件（例：保育

所の入所要件など）を全て表現しているものではありません。実際のサービスの利用条件などにつ

いては、担当窓口にご相談ください。 

 

 

一時預かり保育 
保護者のパート就労や病気等により、一時的に家庭での保育が困難となる場
合などに、認定こども園や保育所で子どもを預かる制度 

ファミリーサポートセンター事業 
「子育ての支援をしてほしい人」と「支援したい人」がお互いに会員になり、
援助活動を行う（送り迎えや預かりなど）事業 

放課後児童クラブ（学童保育） 
小学校就学後の、保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、支援員
の下、子どもの生活の場を提供するもの 

子育て家庭ショートステイ事業 児童を養育している家庭の保護者が、その家庭において一時的に児童を養育
することが困難となった場合や子育てに係る保護者の負担の軽減が必要な場
合、児童福祉施設や里親家庭などで一定期間（原則 7 日以内）、養育・保護す
る事業 

里親 さまざまな事情で、家族と離れて暮らす子どもを、里親の家庭に迎え入れ、養
育する制度 

病児保育 生後６か月以降から小学校６年生の子どもが、病気の治療や回復期にあり、集
団保育が困難であり、かつ保護者の勤務等の都合により家庭で保育を行うこ
とが難しい児童を小児科等に敷設された専用スペースや専用施設で預かる事
業。 

病後児保育 生後 57 日以降から小学校 3 年生までの子どもが「病気回復期」に入った時、
入院の必要はないが安静を必要とする場合に、保育施設等での集団保育や家
庭での保育ができない期間、保育所等で子どもを預かる事業。 

 



1 

お住まいの地域について 

お子さんとご家族の状況について 

  
 
 

問１ お子さんは播磨町民ですか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問２ お住まいの地区はどちらですか。（あてはまる番号１つに○） 

１ 本荘 ２ 東本荘 ３ 北本荘 ４ 野添 

５ 東野添 ６ 西野添 ７ 南野添 ８ 北野添 

９ 上野添 10 野添城 11 大中 12 南大中 

13 古田 14 北古田 15 宮西 16 宮北 

17 古宮 18 二子 19 新島 20 東新島 

 

 

 

問３ あなたのお子さんの学年はどれですか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問４ お子さんは何人いらっしゃいますか。 

子どもの数    人 

 

問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（あてはまる番号１つに○） 

また、同居の家族の人数（アンケートを持ち帰ったお子さんを含める）をお答えください。 

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（          ） 

 

 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（あてはまる番

号１つに○） 

 

１ 配偶者がいる ２ 配偶者がいない 

 

問７ お子さんの世帯についてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

１ ２人親世帯 ２ 母子・父子世帯 ３ 親のいない世帯 

※祖父母等親族との同居の場合は、「２ 母子・父子世帯」に〇をつけてください。 
離婚に向けて手続きが進んでいる場合は、「２ 母子・父子世帯」に〇をつけてください。 

 単身赴任などで一時的に別居や、事実婚の場合は、「１ ２人親世帯」に〇をつけてください。 

１  はい  → 問２へ ２  いいえ → 問３へ 

１  小学４年生 ２  小学５年生 ３  小学６年生 

同居の家族の人数    人 

※ このアンケートでは、法的に婚姻関係ではなくても同居しているパートナーがい
る場合は配偶者に含めます。また、別居している配偶者は配偶者には含めません。
ただし、単身赴任の場合は配偶者に含めます。 



2 

子どもの育ちをめぐる環境について 
 

 

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（またはどの施設）です

か。（お子さんからみた関係で、あてはまる番号全てに○） 

１ 父母ともに ２ 主に母親 ３ 主に父親 

４ 祖父母 ５ 小学校 ６ 放課後児童クラブ（学童保育） 

７ その他（                                                  ）  

 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境は次のうちどれですか。

（あてはまる番号全てに○） 

１ 家庭 ２ 地域 ３ 小学校 

４ その他（                                                    ） 

 

問 10 お子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあ

りますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問 10で「１ いる／ある」を選んだ人におうかがします。 

問 10-1 お子さんの子育てに関して気軽に相談できる先は、誰ですか。（あてはまる番号全てに○） 

１ 家族や親戚 ２ 友人や知人 

３ 近所の人 ４ 児童館（南部子育て支援センター）の職員 

５ 役場こども課の職員（保健師・児童相談員等） ６ 小学校の先生 

７ スクールカウンセラー 

スクールソーシャルワーカー 

８ 教育委員会の職員 

９ 放課後児童クラブ（学童保育）の先生 10 民生委員・児童委員 

11 かかりつけの医師 12 学習塾や習い事の先生 

13 その他（                                   ） 

 

 

  

１ いる／ある  → 問 10-1へ ２ いない／ない → 問 11へ 
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お子さんの保護者の就労状況について 
 

 

問 11 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。父親と母

親それぞれあてはまる番号１つに○をして、  に数字を記入してください。 

父親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（母親のみ）の場合は記載不要 

母親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（父親のみ）の場合は記載不要 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で働いている 

１ 

 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で働いている 

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻          

◎家に帰る時刻          

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻       

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で働いているが、産休・育休・

介護休業中である 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）で働いているが、産休・育休・

介護休業中である 

※休業に入る前の状況について答えてください。 

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻       

※休業に入る前の状況について答えてください。 

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻       

３ 

 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で働いている  

３ 

 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外

の就労）で働いている  

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻          ➡問 11-1 へ 

◎１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻          ➡問 11-1 へ 

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以

外の就労）で働いているが、産休・育休・

介護休業中である  

４ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外

の就労）で働いているが、産休・育休・介護

休業中である  

※休業に入る前の状況について答えてください。 

（１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻          ➡問 11-1 へ 

※休業に入る前の状況について答えてください。 

（１週当たり  日、１日当たり    時間 

◎家を出る時刻       

◎家に帰る時刻          ➡問 11-1 へ 

５ 以前は働いていたが、現在は働いていない 

➡問 11-2 問 11-3へ 

５ 以前は働いていたが、現在は働いていない 

➡問 11-2 問 11-3へ 

６ これまで働いたことがない ➡問 11-3へ ６ これまで働いたことがない ➡問 11-3へ 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 
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問 11で「３」または「４」を選んだ人におうかがします。 

問 11-1 フルタイムへの転換希望はありますか。      ➡問 12へ 

父親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（母親のみ）の場合は記載不要 

母親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（父親のみ）の場合は記載不要 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望があり、実現できる見

込みがある 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度

の就労）への転換希望があり、実現できる見込み

がある 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程

度の就労）への転換希望があるが、実現できる

見込みはない 

２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度

の就労）への転換希望があるが、実現できる見込

みはない 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の

就労を続けることを希望 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の

就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）を

やめて子育てや家事に専念したい 

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）を

やめて子育てや家事に専念したい 

 

問 11で「５ 以前は働いていたが、現在は働いていない」を選んだ人におうかがします。 

問 11-2 退職した理由をお答えください。（父親と母親それぞれ１つに○）   ➡問 11-3へ 

父親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（母親のみ）の場合は記載不要 

母親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（父親のみ）の場合は記載不要 

１ 子の出生を機に退職した １ 妊娠・出産を機に退職した 

２ 入園・入学を機に退職した ２ 入園・入学を機に退職した 

３ その他の理由で退職した ３ その他の理由で退職した 

 

問 11で「５」または「６」を選んだ人におうかがします。 

問 11-3 就労したいという希望はありますか。（父親と母親それぞれ１つに○をつけ、該当する箇

所の  に数字を記入） 

父親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（母親のみ）の場合は記載不要 

母親（あてはまる番号１つに〇） 

※ひとり親家庭（父親のみ）の場合は記載不要 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予

定はない） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予

定はない） 

２ １年より先、一番下の子どもが 

歳になったころに就労したい 

２ １年より先、一番下の子どもが 

歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内にフルタイ

ム（１週５日程度・１日８時間程度）で就

労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内にフルタイ

ム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労

したい 

４ すぐに、もしくは１年以内にパート・アル

バイト等（フルタイム以外）で就労したい 

（１週当たり  日、１日当たり    時間 

４ すぐに、もしくは１年以内にパート・アル

バイト等（フルタイム以外）で就労したい 

（１週当たり  日、１日当たり    時間 
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お子さんの放課後児童クラブ（学童保育）の利用状況について 

問 12 お子さんが小学校低学年（１～３年生）のとき、にどのような場所でどのくらい過ごさせた

かったかをお答えください。（あてはまる番号全てに○）また、それぞれ希望する週当たり

日数を  に数字でご記入ください。なお、「６ 放課後児童放課後児童クラブ（学童保育）」

の場合には、利用したい時間を【例】１８:００のように 24時間制でご記入ください。） 

放課後過ごさせたい場所 利用したい日数 

１ 自宅 週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい 

３ 習い事 週  日くらい 

４ 児童館（南部子育て支援センター） 週  日くらい 

５ 放課後子ども教室（アソビバ！など） 週  日くらい 

６ 放課後児童クラブ（学童保育） 
週  日くらい 

下校時から（   ：   ）まで 

７ ファミリーサポート事業 週  日くらい 

８ 図書館 週  日くらい 

９ コミセン 週  日くらい 

10 その他（                  ） 週  日くらい 

11 過ごさせたい場所はない 

12 わからない 
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問 13 お子さんが小学校高学年（４～６年生）のとき、放課後をどのような場所でどれくらい過ご

させたいと思いますか。（あてはまる番号全てに○）また、それぞれ希望する週当たり日数

を数字でご記入ください。なお、「６ 所」の場合には、利用したい時間も、【例】１８:

００のように 24時間制でご記入ください。 

放課後過ごさせたい場所 利用したい日数 

１ 自宅 週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい 

３ 習い事 週  日くらい 

４ 児童館（南部子育て支援センター） 週  日くらい 

５ 放課後子ども教室（アソビバ！など） 週  日くらい 

６ 放課後児童クラブ（学童保育） 
週  日くらい 

下校時から（   ：   ）まで 

７ ファミリーサポート事業 週  日くらい 

８ 図書館 週  日くらい 

９ その他（コミセン、公園など） 週  日くらい 

10 利用する予定はない 

11 わからない 

 

問 14 土曜日や日曜日・祝日に、放課後児童クラブ（学童保育）を利用したいですか。（あてはまる

番号１つに○） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯を、【例】９:００～１８:００のように 24時間制

でご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

土曜日（あてはまる番号１つに〇） 日曜日・祝日（あてはまる番号１つに〇） 

１ 利用する必要はない １ 利用する必要はない 

２ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

◎利用したい時間帯 

 

２ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

◎利用したい時間帯 

 

３ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

◎利用したい時間帯 

 

３ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

◎利用したい時間帯 

 

 

  

： ： ～ ： ： ～ 

： ： ～ ： ： ～ 
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お子さんの一時預かり等のサービスの利用について 

問 15 夏休みや冬休みなどの長期休暇中に、放課後児童クラブ（学童保育）を利用したいですか。（あ

てはまる番号１つに○）また、希望がある場合は、利用したい時間帯を、【例】９:００～１８:

００のように 24 時間制でご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかりま

す。 

１ 利用する必要はない 

２ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

⇒ 利用したい時間帯 

３ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

⇒ 利用したい時間帯 

 

 

 

 

問 16  お子さんについて、以下の一時預かりなどのサービスを利用したことがありますか。（あて

はまる番号全てに○）また、該当する日数にはおおよその１年間の利用日数を数字でご記入

ください。「６ その他」の場合には、下校時間から何時まで利用したかも、【例】１８:０

０のように 24時間制でご記入ください。 

利用したことがあるサービス おおよその１年間の利用日数 

１ 一時預かり保育 週  日くらい 

２ 保育所での一時預かり以外の施設預かり 週  日くらい 

３ ファミリーサポート事業 週  日くらい 

４ 子育て家庭ショートステイ事業 

（児童福祉施設での預かり) 
週  日くらい 

５ 子育て家庭ショートステイ事業 

 （里親家庭での預かり） 
週  日くらい 

６ その他（            ） 
週  日くらい 

下校時から（   ：   ）まで 

７ 利用したことがない  ➡ 問 16-1へ 

 

  

： ： ～ 

： ： ～ 



8 

問 16で「７ 利用したことがない」を選んだ人におうかがします。 

問 16-1 これまで利用したことがない理由は何ですか。（あてはまる番号全てに〇） 

１ 特に利用する必要がない 

２ 利用したいサービスが地域にない  

３ 地域のサービスの質に不安がある  

４ 地域のサービスの利便性がよくない（立地や利用可能時間・日数等）  

５ 利用料がかかる・高い  

６ 利用料がわからない  

７ 自分がサービスの対象者になるのかどうかわからない  

８ サービスの利用方法がわからない  

９ その他（                                                   ）  

 

全ての人におうかがします。 

問 17 一時預かり等の保育サービスについてうかがいます。年間何日くらい利用する必要があると

思いますか。（利用希望の有無については、あてはまる番号１つに〇。利用の目的について

は、あてはまる記号全てに○。また、それぞれの日を   内に数字でご記入ください。な

お、これらのサービスの利用には、一定の利用者負担が発生します。） 

 

問 17で「１ 利用したい」を選んだ人におうかがします。 

問 17-1 その場合、どのような形態が望ましいと思われますか。（あてはまる番号全てに○） 

 

  

１ 利用したい     ➡ 問 17-1へ 

 ア 私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や親の習い事

等）、リフレッシュ目的             
⇒      日 

➡ 問 18へ 

 イ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだい含む）や親の

通院等 
⇒      日 

 ウ 不定期の就労                      ⇒      日 

 エ その他（         ）  ⇒      日 

２ 利用する必要はない 

１ 一時預かり（保育所等で一時的に子どもを預かる事業） 

２ 保育所での一時預かり以外の施設預かり 

３ ファミリーサポート事業 

４ 子育て家庭ショートステイ事業（児童福祉施設での預かり) 

５ 子育て家庭ショートステイ事業（里親家庭での預かり） 

６ その他（                                  ） 
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問 17で「１ 利用したい」を選んだ人におうかがします。 

問 17-2 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者や家族の育児疲れや育児不安、保護

者・家族（兄弟姉妹含む）の病気など）により、泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預

ける必要があると思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問 17-2で「１ 家族以外に必要がある」を選んだ人におうかがします。 

問 17-3 子育て家庭ショートステイ事業を利用したいですか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問 17-3で「１ 希望がある」を選んだ人におうかがします。 

問 17-4 子育て家庭ショートステイ事業を利用したい理由のあてはまる番号全てに〇をつけ、必要

な泊数を  内に数字でご記入ください。なお事業に当たっては、一定の利用料がかかり

ます。 

 

 

  

１ 家族以外に預ける必要がある  ➡問 17-3へ ２ 家族以外に預ける必要はない 

１ 利用したい     ➡問 17-4へ ２ 利用したくない 

１ 冠婚葬祭   ⇒      泊 

２ 保護者や家族の育児疲れ・不安 ⇒      泊 

３ 保護者や家族の病気      ⇒      泊 

４ その他（                         ）  ⇒      泊 
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お子さんの病気の際の対応について 
 

 

問 18 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。（あてはまる番号

１つに〇） 

 

問 18で「１ あった」を選んだ人におうかがします。 

問 18-1 その際どのように対処されましたか。半日程度についても１日としてカウントしてくださ

い。（あてはまる番号全てに○。また、該当する日数は  に数字でご記入ください。） 

 

問 18で「１ あった」を選んだ人におうかがします。 

問 18-2 その際、「できれば病児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはま

る番号１つに○をつけ、日数についても  内に数字でご記入ください。 

 

  

１ あった  ➡ 問 18-1へ ２ なかった ➡ 問 19へ 

子どもが病気や

ケガで休んだ日 

 

日 

１ そのうち、父親が 

 

看護休暇を取った  ⇒   日 

問 18-2へ 

年次休暇を取った ⇒   日 

その他の休暇を取った ⇒   日 

２ そのうち、母親が 

           

         

看護休暇を取った ⇒   日 

年次休暇を取った ⇒   日 

その他の休暇を取った ⇒   日 

３ そのうち、（同居人を含む）親族・知人に子ど

もをみてもらった                                    
⇒   日 

問 18-2 

問 18-3へ 

４ そのうち、父親または母親の就労していない

方が子どもをみた                                      
⇒   日 

５ そのうち、病児保育を利用した       ⇒   日 

６ そのうち、ベビーシッターを利用した  ⇒   日 

７ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた  ⇒   日 

８ その他（            ）  ⇒   日 

１ できれば病児保育施設等を利用したい      ⇒   日 

２ 利用したいとは思わない 
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収入について 

問 18-1で「３」から「８」を選んだ人におうかがします。 

問 18-3 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。あてはま

る番号１つに○をつけ、仕事を休んで看たかった日数についても、  内に数字でご記入

ください。 

 

 

 

問 19 過去 1年間の、家族全員の収入の合計額は、税込みでおよそいくらでしたか。（あてはまる番

号 1つに○） 

※ 収入には、月給や賞与などの働いて得た収入だけでなく、株式配当や副収入を合計してくださ

い。ただし、児童手当や児童扶養手当、公的年金などは除いてください。 

１ 50万円未満 ２ 50～100万円未満  

３ 100～150万円未満  ４ 150～200万円未満 

５ 200～250万円未満 ６ 250～300万円未満 

７ 300～350万円未満  ８ 350～400万円未満  

９ 400～450万円未満 10 450～500万円未満 

11 500～550万円未満 12 550～600万円未満  

13 600～650万円未満 14 650～700万円未満 

15 700～750万円未満 16 750～800万円未満 

17 800～900万円未満 18 900～1000万円未満 

19 1000万円以上 20 わからない 

 

 

問 20 あなたの世帯で、次のような公的年金、社会保障給付金を受けていますか。（あてはまる番号

全てに○） 

１ 児童扶養手当 ２ 特別児童扶養手当 

３ 就学援助 ４ 年金（遺族年金、障がい者年金など） 

５ 生活保護 ６ 雇用保険（失業保険） 

７ その他（                                    ） 

 

 

  

１ できれば仕事を休んで看たい ⇒   日 

２ できれば仕事を休みたくない 
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現在の暮らしについて 

 

 

 

問 21 過去 1年間のあなたの家計の経済状況はどうでしたか。（あてはまる番号１つに○） 

１ 貯蓄ができている ２ 赤字である 

３ 赤字でもなく黒字でもない ４ わからない 

 

 

問 22 お子さんの将来のために貯蓄をしていますか。（あてはまる番号 1つに○） 

１ 貯蓄をしている ２ 貯蓄をしたいができない ３ 貯蓄をするつもりがない 

 

 

問 23 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えな

いことがありましたか。（あてはまる番号１つに○） 

１ よくあった ２ ときどきあった 

３ まれにあった ４ まったくなかった 

 

 

問 24 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、水道又は電気料金、ガス料金が

払えないことがありましたか。（あてはまる番号１つに○） 

１ よくあった ２ ときどきあった 

３ まれにあった ４ まったくなかった 
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お子さんを養育している方について 
 

 

 

問 25 これまでの子育ての中で次のようなことがあったり、思ったりしたことはありますか。（それ

ぞれ、あてはまる番号１つに○） 

 常に 

あてはまる 

時々 

あてはまる 

めったに 

あてはまら

ない 

全く 

あてはまら

ない 

①家族としての絆が芽生えた  １ ２ ３ ４ 

②この子を産んでよかった思える  １ ２ ３ ４ 

③子どもの成長が楽しい  １ ２ ３ ４ 

④自分が成長できたと思う  １ ２ ３ ４ 

⑤いらいらして子どもにあたってしまっ

た  
１ ２ ３ ４ 

⑥しつけのいきすぎがあった  １ ２ ３ ４ 

⑦つい感情的に子どもを叩いた  １ ２ ３ ４ 

⑧感情的な言葉で怒鳴った  １ ２ ３ ４ 

⑨この子がいなかったらと思ったことが

ある  
１ ２ ３ ４ 

⑩子育てから解放されたい  １ ２ ３ ４ 

⑪子どもを育てるために我慢ばかりして

いる  
１ ２ ３ ４ 

⑫子育ては孤独だと感じる  １ ２ ３ ４ 

⑬子育てにはあまり関心がない  １ ２ ３ ４ 
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児童虐待や防犯について 

 

 

 

問 26 最近、マスメディア等で、児童の虐待について取り上げられていますが、あなたの身近なと

ころで、子どもの虐待を見たり聞いたりしたことがありますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

問 26で「１」または「２」を選んだ人におうかがします。 

問 26-1 その時、どのように対応しましたか。（あてはまる番号１つに○） 

１ 役場に連絡した 

２ 中央こども家庭センターに連絡した 

３ 民生委員・児童委員や主任児童委員に連絡した 

４ 警察に連絡した 

５ 幼稚園や保育所、認定こども園、学校などに連絡した 

６ 知り合いの人たちで相談して対応した 

７ その他（                                  ） 

８ 特に何もしなかった 

 

すべての人におうかがします。 

問 27 お住まいの地域で、子どもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じますか。（あては

まる番号１つに○） 

１ 感じる ２ 感じない 

３ どちらでもない ４ わからない 

 

問 28 子どもの安全を守るために、特に重要と思われることは次のうちどれですか。（あてはまる番

号３つまで○） 

１ 地域の交通安全活動の充実・強化 

２ 歩行者や自転車のための交通安全施設（ガードレール・歩道）の整備 

３ 地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守るための取り組み 

４ 子どもの遊び場の安全対策 

５ 不審者の侵入防止など、学校の安全対策 

６ 犯罪にあいそうになった時の対応についての教育 

７ その他（                                  ） 

１ ある 
➡ 問 26-1 

２ 虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある 

３ ない ➡ 問 27 
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子どもの権利について 
 

 

 

問 29 あなたは、『子どもの権利』を知っていますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

１ 名前も内容も知っている 

２ 名前は知っているが、内容は知らなかった 

３ 知らなかった 

※『子どもの権利』とは「子どもの権利条約」に定められている次の４つの権利があります。  

①生きる権利…住む場所や食べ物がある。医療が受けられる。命が守られる。  

②育つ権利…教育が受けられる。持っている能力を伸ばす。  

③守られる権利…虐待を受けない。労働を強要されない。幸せを奪われない。  

④参加する権利…自分の意見を自由に言える。 

 

問 30 子どもの権利の中で大切だと思うことはどれですか。（あてはまる番号３つまで○） 

1 人種や性別、宗教などで差別されないこと  

2 障がいのある子が差別されないこと  

3 子どもが知りたいことを隠さないこと   

4 暴力や言葉で傷つけないこと   

5 家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと  

6 自分の考えを自由に言えること  

7 人と違う自分らしさが認められること  

8 自分の秘密が守られること  

9 自分のことは自分で決められること  

10 自由な時間をもつこと  

11 自由な呼びかけでグループを作り集まれること  

12 必要な情報を知ることや、参加する手助けを受けられる  

13 保護者から世話をされること（食事、洗濯他） 

 

問 31 あなたは、子育てをしていて、子どもからの意見や要望を聞き、それらを取り入れるように

意識したことはありますか。（あてはまる番号１つに○） 

１ 常にしている ２ ときどきしている 

３ あまりしていない ４ まったくしたことがない 
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今後の出産に関する意向について 

 

 

 

問 32 今後の出産予定、理想とするお子さんの人数を教えてください。（それぞれに、  内に人

数を記入してください。） 

 今後の出産予定の人数   人 

 理想とするお子さんの人数   人 

 

現在のお子さんの人数と問 32 の「今後の出産予定の人数」の合計人数が、「理想とするお子さんの人数」

を下回る方におうかがいします。 

問 32-1 理想とするお子さんの人数を実現できない理由は何ですか。（あてはまる番号全てに○） 

1 子育てや教育にお金がかかる 

2 仕事との両立に支障が生じる 

3 健康上の理由 

4 年齢的（肉体的）に困難 

5 欲しいができない 

6 パートナーの家事・育児の協力が得られない 

7 パートナーが望まない  

8 現在の住居では狭い 

9 今の生活内容、水準を維持したい  

10 育児にこれ以上の心理的、肉体的負担がかけられない  

11 子どもにとっての将来が明るくない（将来の社会環境に悲観的） 

12 子どもが成年になる前に定年となり収入が見込めない 

13 その他（                                                  ） 
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今後の子育て施策について 

 

 

 

問 33 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるものをお答えください。（そ

れぞれあてはまる番号１つに○） 

 

問 33-1 前問で「① 産後ケア事業」を利用したことがないと答えた方におうかがいします。 

産後ケア事業を利用したことがない理由は何ですか。（あてはまる番号全てに○） 

1 利用する必要がなかった 2 制度がなかった 

3 知らなかった 4 経済的に利用が困難だった 

5 施設が遠かった 6 利用したい施設で利用できなかった 

7 手続きが面倒だった 8 その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている 利用したことがある 
今後利用したい 

(利用したことのある方は)

今後も利用したい 

①  産後ケア事業 

（病院又は助産所において、宿泊型、

通所型、アウトリーチ型により産後の

母体ケア・乳児ケア・育児指導・保健

指導等を行う事業） 

はい いいえ はい 
いいえ 

➡ 問 33-1へ 
はい いいえ 

②  一般不妊治療費助成事業 

（体外受精及び顕微授精以外の方法

による不妊治療） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③  特定不妊治療費助成事業 

（体外受精及び顕微授精の方法によ

る不妊治療） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④  不育症治療費助成事業 

（2 回以上の流産、死産又は早期新生

児死亡の既往がある不育症治療） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 
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全ての人におうかがします。 

問 34 子どもに関する施策等の情報を得るために以下のものをどの程度利用にしていますか。（そ

れぞれあてはまる番号１つに○） 

 よく利用し

ている 

たまに利用

している 

あまり利用

していない 

全く 

利用してい

ない 

①播磨町の広報紙「広報はりま」 １ ２ ３ ４ 

②播磨町のホームページ １ ２ ３ ４ 

③SNS（播磨町公式 LINEなど） １ ２ ３ ４ 

④播磨町子育てアプリ「すくすくはりま」 １ ２ ３ ４ 

⑤支援センターや役場の職員からの情報 １ ２ ３ ４ 

⑥学校園などからのお便り １ ２ ３ ４ 

⑦家族や友人からの情報 １ ２ ３ ４ 

⑧インターネット検索 １ ２ ３ ４ 

 

問 35 身近な地域で、子ども同士が交流等を行うことができる場ができた場合、どのようなものが

望ましいとお考えですか。（あてはまる番号全てに○） 

１ 子どもに遊びを教えたり、しつけをしたりしてくれる場 

２ 子どもが放課後などに集まって、子ども同士で自主活動などができる場 

３ 子どもが土曜日・日曜日に活動ができたり遊べたりする場 

４ 子ども自身が悩みを相談できる場 

５ その他（                                    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

問 36 あなたが現在または将来的に必要としていること、重要だと思う支援などはどのようなもの

ですか。（あてはまる番号全てに〇） 

１ 子どもだけで安心して遊べる場所づくり 

２ 異なる年齢の子どもとの交流 

３ 親子が安心して集まれる身近な場や機会の充実 

４ 親子で楽しめる観劇・音楽会などの文化事業の充実 

５ 妊娠期からのサービスや支援の充実 

６ 「子ども食堂」などの子どもにとっての生活支援があること 

７ 子どもの教育など学習支援が受けられること 

８ 子育てに困ったときに相談したり情報を得られたりする場の充実 

９ 安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備 

10 残業時間の短縮や休暇の取得促進などについての企業への働きかけ 

11 育児休業・介護休暇等の取得促進について企業へ働きかけ 

12 再就職についての支援の充実 

13 子育てサークルへの支援の充実 

14 幼児期の学校教育・保育（幼稚園や保育所、認定こども園）の充実 

15 施設環境の改善 

16 公園や歩道の整備の充実 

17 チカンや子どもへのいたずらなどに対する防犯対策の充実 

18 家事支援サービスの整備 

19 経済的支援の充実 

20 その他（                                    ） 

21 特にない 

 

問 37 あなたは、地域の活動に参加しますか。（あてはまる番号１つに〇） 

１ よく参加する ２ ときどき参加する 

３ たまに参加する ４ 参加しない 

 

問 38 あなたはヤングケアラー※という言葉を知っていますか。（あてはまる番号１つに〇）  

 ※ ヤングケアラーとは本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている

子どものことをいいます。 

１ 言葉も内容も知っている ２ 言葉は聞いたことはある 

３ 知らない 
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問 39 あなたの周りにヤングケアラーと思われる人がいた場合、どのように対応しますか。（あて

はまる番号全てに○） 

１ 本人に様子を聞く  ２ 家族、知人、友人に相談する  

３ 学校の先生や部活の顧問等に相談する  ４ 関係機関に相談する  

５ その他（                                   ） 

６ 何もしない・できない  ７ 分からない  

 

問 40 現在、町内の保育・教育施設（認定こども園、保育所、幼稚園）において、保育士等の人材

確保が課題となっています。あなたは、認定こども園、保育所、幼稚園で、働きたいと思いま

すか。（あてはまる番号１つに〇） 

１ 働きたいと思う  
➡ 問 40-1～問 40-4へ 

２ 条件が合えば働きたいと思う  

３ 働くことはできない 
➡ 問 41へ 

４ 働きたいと思わない 

 

問 40で「１」または「２」を選んだ人におうかがします。 

問 40-1 あなたは次のいずれかの資格（免許状）をお持ちですか。 （あてはまる番号全てに○） 

１ 保育士資格 ２ 幼稚園教諭 ３ 小学校教諭 ４ 養護教諭 

５ 看護師 ６ 今後取得予定がある（資格名：    ） 

７ 持っていない 

 

問 40で「１」または「２」を選んだ人におうかがします。 

問 40-2 あなたが働く場合、どの職務内容での勤務を希望されますか。（あてはまる番号全てに○） 

１ 認定こども園・保育所（フルタイム勤務） ２ 認定こども園・保育所（パート勤務） 

３ 町立幼稚園（フルタイム勤務） ４ 町立幼稚園（パート勤務） 

 

問 40で「１」または「２」を選んだ人におうかがします。 

問 40-3 あなたが働く場合、どの時間帯での勤務を希望されますか。１週当たり何日、１日当たり

何時間（何時から何時まで）かを、  に数字でお答えください。 

 

 

 

 

 

１週当たり  日、１日当たり    時間      時 から     時まで 
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問 40で「１」または「２」を選んだ人におうかがします。 

問 40-4 あなたが働く場合、町内に保育施設以外で相談できる場所（サポートセンター）を必要と

されますか。（あてはまる番号１つに○） 

１ 必要と思う ２ 必要と思わない 

 

 

問 41 最後に、播磨町で子育てをするにあたって、あったらいいな・こんなことしてほしいなど、

ご意見やご提案があれば、ご自由にご記入ください。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

質問は以上です。アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

この調査票は、令和６年○月○日（○）までに、 

同封の返信用封筒に入れて、ポストに投かんしてください。 


